


















 

研究目的 

 感染症による死亡が激減し,また家族計画の普及に伴い,いわゆる少産少死の

時代になって,既に 15 ないし 20 年になる。その間に,人びとは健康に関して次

第にその意識を変革させていった。すなわち,その強い関心は,遺伝学的に原因

を考慮すべき異常や疾患に向けられるようになった。特に,自分自身に,あるい

は血族にそれらの異常や疾患があるものは,結婚や子供をもうけるに際して,直

面している問題について科学的な正しい知識をえ,さらに遺伝的な危険率の推

定をはじめとする遺伝学的なアドバイス,すなわち,適確な遺伝相談を希望する

ようになった。 


